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日本側主催者挨拶 모시는글

私たちが行う「日韓未来対話」は2013年に韓国の東アジア研究院

５回目となります。日韓間には様々な民間対話がありますが
同で毎年実施する世論調査に基づき、両国の国民間の意識や相互理解の動向を判断した上で行われます

私たちが、公開された対話や国民間の意識の動向にこだわるのは
に取り組まない限り、日韓両国の未来は描けないと考えるからです

2013年の日韓世論調査開始からの５年間を見ると、日韓両国民の相手国に対する印象はさほど改善しておら

ず、中国や北朝鮮を巡って両国民間で異なる見方が存在することも明らかになっています
民が、お互いの重要性を認め、日韓関係を改善すべきだと考えながらも
ることができるのか、確信を持てないでいることも、これまでの調査ではっきりと浮き彫りになりました

そういった中で行なわれる「日韓未来対話」は、あくまでも未来を目指したものでなくてはなりません
は、私たちが直面する共通の課題に真剣に向かい合うことから始まります
悪いのか」という率直な疑問からこの対話を開始するのは
日的な意味を見失い始めている中で、多くの共通利益や
来に向かうためには、その足元を見定めることが必要なのです

第５回 日韓未来対話

加えて私たちが今年どうしても取り組まなければならない課題があります
相次ぐ北朝鮮のミサイル実験によって緊張が高まる中、北朝鮮を核廃棄に導くシナリオや
アジアの平和と安定に向けた道筋は、未だ描かれておらず
きるのかという問いに加えて、こうした議論の空白を埋めながら
かうための議論を開始する、それが今年の「日韓未来対話

우리가 개최하는 ‘한일 미래대화’는 2013년에 한국
5회째를 맞이합니다. 한일 양국 간에는 다양한 민간
논의는 시민에게 공개되며 더욱이 우리가 매년 공동
의식과 상호 이해에 대한 동향 판단 하에 실시됩니다
우리가 대화의 공개와 양국 국민 간의 의식의 동향을
서서 스스로 개선에 노력하지 않는 한 한일 양국의
때문입니다.
2013년의 한일 여론조사 개시로부터 5년간을 보면
개선되지 않았으며 중국과 북한에 대한 양국 민간의
양국의 많은 국민들이 서로의 중요성을 인정하고 한일
한일 관계를 어떻게 하면 개선할 수 있을 것인지 확신을한일 관계를 어떻게 하면 개선할 수 있을 것인지 확신을
확연하게 부각되었습니다.
그러한 상황 속에서 개최되는 우리들의 대화는 어디까지나
미래는 우리들이 직면한 공통 과제를 함께 진지하게
이유로 우리들은 ‘한일 관계는 왜 이렇게 나쁜 것인가
것입니다. 양국의 많은 국민들이 오늘날에 있어서의
속에서 한일 양국이 미래로 나아가기 위해서는 수많은
정확히 인식하는 것이 필요합니다.
우리가 올해 반드시 노력해야 할 과제가 또 하나 있습니다
북한의 미사일 실험으로 인해 긴장이 높아지고 있는
한반도를 포함한 동북 아시아의 평화와 안정을 향한
있지 않습니다. 한국과 일본이 무엇을 할 수 있는가라는
관계의 미래와 아시아의 평화로운 미래로 향하기
‘한일미래대화’에 요구되는 역할이라고 저는 생각하고

年に韓国の東アジア研究院（EAI）との間で合意し設立したもので、今回で

日韓間には様々な民間対話がありますが、私たちの対話や議論は市民に公開され、また共
両国の国民間の意識や相互理解の動向を判断した上で行われます。

公開された対話や国民間の意識の動向にこだわるのは、多くの市民が当事者として自らその改善
日韓両国の未来は描けないと考えるからです。

日韓両国民の相手国に対する印象はさほど改善しておら

中国や北朝鮮を巡って両国民間で異なる見方が存在することも明らかになっています。多くの日韓両国の国
日韓関係を改善すべきだと考えながらも、今後日韓関係は一体どうしたら発展す

これまでの調査ではっきりと浮き彫りになりました。

あくまでも未来を目指したものでなくてはなりません。その未来
私たちが直面する共通の課題に真剣に向かい合うことから始まります。私たちが「なぜ日韓関係はここまで

という率直な疑問からこの対話を開始するのは、そのためです。両国の多くの国民が日韓関係の今
多くの共通利益や、民主主義や自由の共通の基盤を持つ日韓両国が未

その足元を見定めることが必要なのです。

제５회 한일미래대화

加えて私たちが今年どうしても取り組まなければならない課題があります。それは、北朝鮮の核開発問題です。
北朝鮮を核廃棄に導くシナリオや、朝鮮半島を含め北東

未だ描かれておらず、本格的な議論も存在していません。日韓は何がで
こうした議論の空白を埋めながら、両国関係の将来や、アジアの平和な未来へ向

日韓未来対話」に問われている役割だと私は考えています。
言論NPO代表

工藤泰志

동아시아연구원과의 합의로 시작된 것으로 이번이
민간 차원의 대화가 이루어지고 있으나 우리의 대화와

공동 실시하는 여론조사에 기반해 양국 국민 간의
실시됩니다.

동향을 중시하는 것은 많은 시민들이 당사자의 입장에
양국의 미래의 청사진을 그릴 수 없다고 생각하기

보면, 한일 양국 국민의 상대국에 대한 인상은 그다지
민간의 견해 차이가 존재한다는 것이 명확합니다. 한일

한일 관계를 개선해 나가야 한다고 생각하면서도 향후
확신을 갖지 못하고 있는 점도 지금까지의 조사에서확신을 갖지 못하고 있는 점도 지금까지의 조사에서

어디까지나 미래를 지향한 것이 되어야 합니다. 그
진지하게 주시하는 것에서부터 시작됩니다. 바로 그러한

것인가?’라는 솔직한 의문에서부터 대화를 시작하는
있어서의 한일 관계의 의미를 망각하기 시작하고 있는 상황

수많은 공통 이익과 민주주의와 자유라는 공통된 기반을

있습니다. 그것은 북한의 핵개발 문제입니다. 계속되는
있는 상황 속에서 북한을 핵 폐기로 인도할 시나리오와
향한 길은 여전히 요원하며 본격적인 토론도 이루어지고

있는가라는 질문은 물론 이러한 토론의 공백을 메우며 양국
향하기 위한 토론을 개시하는 것이 바로 올해의

생각하고 있습니다.

언론 NPO대표
쿠도 야스시



동아시아연구원·한국고등교육재단·겐론NPO
를 동경에서 개최하게 된 것을 매우 기쁘게
상으로 실시된 상호 국민인식조사 결과를 토대로
있습니다. 이번 대화에서는 양국 관계의 바람직한
태에 도달한 북한 핵∙미사일 위협에 대한 공조
로운 한일 관계 조성에 도움이 될 수 있는 계기가
를 바탕으로 인식의 격차를 줄이고, 평화와
는 것이 매우 중요하다고 생각됩니다. 한일
일미래대화에 관심과 지지를 보내주실 것을

韓国側主催者挨拶 모시는 글

第５回 日韓未来対話

이숙종
동아시아연구원 원장

東アジア研究院、韓国高等教育財団、言論ＮＰＯが共催する第５回日韓未来対話を東京で

開催できることを非常に嬉しく思います。本対話は、毎年、両国国民を対象に実施された両国

民の相互認識調査結果をもとに、日韓関係の発展を図ることを目的としています。今回の対

話では、両国関係の望ましい改善方向に加えて、最近緊張の高まっている北朝鮮の核

ルの脅威に対する日韓間の協力案についても議論を行います。今回の対話が新しい日韓関

係発展のきっかけとなることに希望を寄せています。日韓両国の理解を促進す

のギャップを減らし、平和と協力発展の未来を開くために一緒に努力することが非常に重要でのギャップを減らし、平和と協力発展の未来を開くために一緒に努力することが非常に重要で

あると考えています。韓日の主要な民間対話チャネルになっている日韓未来対話に関心を寄

せて頂き、ご支持を頂きますようお願い申し上げます

李淑鍾
東アジア研究院院長

NPO가 공동으로 주최하는 제5회 한일미래대화
생각합니다. 본 대화는 매년 양국 국민을 대

토대로, 한일관계 발전 도모를 목적으로 하고
바람직한 개선 방향과 더불어 최근 위중한 상
공조 방안이 논의될 것입니다. 이번 대화가 새
계기가 되기를 희망합니다. 한일 양국의 이해

공동번영의 미래를 열기 위해 함께 노력하
민간대화의 주요 채널이 되어가고 있는 한
부탁 드립니다. 감사합니다.

제５회 한일미래대화

박인국
한국고등교육재단 사무총장

東アジア研究院、韓国高等教育財団、言論ＮＰＯが共催する第５回日韓未来対話を東京で

開催できることを非常に嬉しく思います。本対話は、毎年、両国国民を対象に実施された両国

民の相互認識調査結果をもとに、日韓関係の発展を図ることを目的としています。今回の対

話では、両国関係の望ましい改善方向に加えて、最近緊張の高まっている北朝鮮の核∙ミサイ

ルの脅威に対する日韓間の協力案についても議論を行います。今回の対話が新しい日韓関

係発展のきっかけとなることに希望を寄せています。日韓両国の理解を促進することで認識

のギャップを減らし、平和と協力発展の未来を開くために一緒に努力することが非常に重要でのギャップを減らし、平和と協力発展の未来を開くために一緒に努力することが非常に重要で

あると考えています。韓日の主要な民間対話チャネルになっている日韓未来対話に関心を寄

せて頂き、ご支持を頂きますようお願い申し上げます。ありがとうございます。

朴仁國
韓国高等教育財団総長



時間 スケジュール

13:30～15:30

非公開会議

セッション１
テーマ： 「なぜ日韓関係はここまで悪いのか

司会： 工藤 泰志 （言論NPO

李 淑鍾 （東アジア研究院院長

13:30～18:00

2017年7月28日（金）

第５回 日韓未来対話第５回 日韓未来対話

李 淑鍾 （東アジア研究院院長

基調報告： 工藤 泰志 （言論

小倉 和夫 （国際交流基金顧問、元駐韓国大使）
李 淑鍾 （東アジア研究院院長
孫 洌 （延世大学校

休憩

セッション２

テーマ： 「北朝鮮問題と日韓関係

司会： 工藤 泰志 （言論NPO
李 淑鍾 （東アジア研究院院長

基調報告： 香田 洋二 （元自衛艦隊司令官、海将
文 聖默（韓国国家戦略研究統一戦略センター長）

15:30 ～16:00

16:00～18:00

18:00～18:30 移動
※学士会館からホテルニューオータニへのバスをご用意しております。

18:30～20:30 歓迎晩餐会

※18:20頃まで直接会場へお越しください。本館１階宴会場入り口に担当の者が

おりますので、 そちらから宴会場をご案内させていただきます。

※学士会館からホテルニューオータニへのバスをご用意しております。

会議場より直接バスへご案内いたしますので、会議場内でお待ちくださいます
ようお願い致します。個別にお車にてご移動される方は、その旨事前に事務局
までお知らせいただけますと幸いです。

於：学士会館 2階 202号
（東京都千代田区神田錦町3-28）

なぜ日韓関係はここまで悪いのか」

NPO代表）

東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

非公式会議・夕食会

제５회 한일미래대화제５회 한일미래대화

東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

（言論NPO代表）

（国際交流基金顧問、元駐韓国大使）
東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

学校国際大学院教授）

日韓関係の役割」

NPO代表）
東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

元自衛艦隊司令官、海将）
聖默（韓国国家戦略研究統一戦略センター長）

学士会館からホテルニューオータニへのバスをご用意しております。

於：ホテルニューオータニ 折り鶴 悠の間
（東京都千代田区紀尾井町4-1）

頃まで直接会場へお越しください。本館１階宴会場入り口に担当の者が

そちらから宴会場をご案内させていただきます。

学士会館からホテルニューオータニへのバスをご用意しております。

会議場より直接バスへご案内いたしますので、会議場内でお待ちくださいます
ようお願い致します。個別にお車にてご移動される方は、その旨事前に事務局
までお知らせいただけますと幸いです。



시간 프로그램

13:30～15:30

비공개 회의

세션１
「왜 한일관계가 이토록

사회： 쿠도 야스시 (언론NPO 
이숙종 (동아시아연구원

13:30～18:00

2017년 7월 28일（금）

第５回 日韓未来対話第５回 日韓未来対話

이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)

발제： 쿠도 야스시 (언론NPO 
오구라 카즈오 (국제교류기금
이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)
손열 (연세대학교 국제학대학원

휴식

세션 ２
「북핵문제 해결과 한일

사회： 쿠도 야스시 (언론NPO 
이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)

발제： 코다 요지 (전 자위함대
문성묵 (한국국가전략연구원

15:30 ～16:00

16:00～18:00

18:00～18:30 이동

18:30～20:30 환영만찬

※ 개별차량으로 이동하시는
부탁 드립니다.  본관 1층
안내해드릴 것입니다.

이동
※ 학사회관에서 뉴오타니
버스탑승을 위하여 회의장에서
개별차량으로 이동하시는

장소： 학사회관 2층 202호
（동경 치요다구 칸다니시키초 3-28）

악화되었나?」

NPO 대표)
동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

비공개 회의 ・환영만찬

제５회 한일미래대화제５회 한일미래대화

동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

NPO 대표)
국제교류기금 고문, 전 주한국 대사)

동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

국제학대학원 교수)

양국의 대응방안」

NPO 대표)
동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

자위함대 사령관, 전 해군 중장)
한국국가전략연구원 통일전략센터장)

장소：뉴오타니 호텔
Orizuru Yu-no-ma 1층

（동경 치요다구 키오이초 4-1）

이동하시는 분은 18:20분까지 만찬장으로 와주시길
층 연회장 입구에서 담당자가 연회장으로

뉴오타니 호텔로 가는 버스가 준비되어 있습니다.
회의장에서 대기하여 주시기 바랍니다. 

이동하시는 분은 미리 말씀해 주십시오.



小倉 和夫 日本国際交流基金顧問、元駐大韓民国大使
小野田 治 ㈱東芝インフラシステムズ顧問、元空将
川口 順子 明治大学国際総合研究所フェロー
工藤 泰志 言論NPO代表
香田 洋二 元自衛艦隊司令官、海将
德地 秀士 政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官

日本側パネリスト

第５回 日韓未来対話

７月28日 非公開会議参加パネリスト

德地 秀士 政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官
西 正典 元防衛省事務次官
西野 純也 慶應義塾大学法学部教授
藤崎 一郎 上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使
宮本 雄二 宮本アジア研究所代表、元駐中国大使

金泰榮（キム・テヨン） 韓国戦争記念財団理事長、
文聖默（モン・ソンムク） 韓国国家戦略研究統一戦略センター長
朴仁國（パク・イングク） 韓国高等教育財団総長、
孫 洌（ソン・ヨル） 延世大学校国際大学院教授
宋枝燕 (ソン・ ジヨン） ソウル国立大学教授
申珏秀（シン・ガクス） 国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使

韓国側パネリスト

申珏秀（シン・ガクス） 国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使
尹德敏（ユン・ドクミン） 元国立外交院院長
李 淑鍾（イ・スクジョン） 東アジア研究院院長

日本国際交流基金顧問、元駐大韓民国大使
㈱東芝インフラシステムズ顧問、元空将

フェロー、元外務大臣

政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官

제５회 한일미래대화

非公開会議参加パネリスト

政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官

上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使
宮本アジア研究所代表、元駐中国大使

韓国戦争記念財団理事長、元国防長官
韓国国家戦略研究統一戦略センター長
韓国高等教育財団総長、(元）国連大使
延世大学校国際大学院教授
ソウル国立大学教授
国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使
元国立外交院院長
東アジア研究院院長



니시 마사노리 전 방위사무차관
니시노 쥰야 게이오대학 법학부
도쿠치 히데시 정책연구원 선임
미야모토 유지 미야모토아시아연구소
오구라 카즈오 일본국제교류기금
오노다 오사무 주식회사 도시바

일본측 패널리스트

第５回 日韓未来対話

７월 28일 비공개 회의

오노다 오사무 주식회사 도시바
카와구치 요리코 메이지대학 국제종합연구소
코다 요지 전 자위함대 사령관
쿠도 야스시 언론 NPO 대표
후지사키 이치로 조치대학 국제관계연구소

김태영 한국전쟁기념재단 이사장, 전
문성묵 한국국가전략연구원 통일전략센터장
박인국 한국고등교육재단 사무총장, 
손 열 연세대학교 국제학대학원 교수
송지연 서울대학교 국제대학원 교수

한국측 패널리스트

송지연 서울대학교 국제대학원 교수
신각수 국립외교원 외교안보연구소 국제법센터
윤덕민 전 국립외교원 원장
이숙종 동아시아연구원 원장, 성균관대학교

방위사무차관
법학부 교수
선임 연구원, 전 방위심의관

미야모토아시아연구소 대표, 전 주중국 대사
일본국제교류기금 고문, 전 주한국 대사

도시바 인프라시스템 고문, 전 공군 중장

제５회 한일미래대화

회의 참석자 명단

도시바 인프라시스템 고문, 전 공군 중장
국제종합연구소 특임교수, 전 외무대신
사령관, 전 해군 중장

대표
국제관계연구소 대표, 전 주미국 대사

전 국방부 장관
통일전략센터장

, 전 주UN 대사
교수

국제법센터 소장, 전 주일본 대사

성균관대학교 국정관리대학원 및 행정학과 교수



10:00～12:00 非公開セッション

テーマ： 「日韓関係の未来に向けて乗りこえるべき課題

時間 スケジュール

「日韓未来対話」

2017年7月29日（土）

第５回 日韓未来対話

司会： 工藤 泰志 （言論NPO

李 淑鍾 （東アジア研究院院長
基調報告： 工藤 泰志 （言論

小倉 和夫 （国際交流基金顧問、元駐韓国大使）
李 淑鍾 （東アジア研究院院長
申珏秀（シン・ガクス）
大使）

12:00～13:00 昼食

※着席ブッフェ形式のランチをご用意しております。係りの者が、２階レセプショ
ンホールまでご案内いたします。

於：国連大学
5階 エリザベス・ローズ国際会議場
（東京都渋谷区神宮前5-53-70）

日韓関係の未来に向けて乗りこえるべき課題」

「日韓未来対話」 非公開セッション・昼食

제５회 한일미래대화

NPO代表）

東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）
（言論NPO代表）

（国際交流基金顧問、元駐韓国大使）
東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

国立外交院国際法センター所長、元駐日本

於：国連大学 2階 レセプションホール

着席ブッフェ形式のランチをご用意しております。係りの者が、２階レセプショ
ンホールまでご案内いたします。



10:00～12:00 비공개 회의

「바람직한 한일관계를

시간 프로그램

「

2017년 7월 29일（토）

第５回 日韓未来対話

사회： 쿠도 야스시 (언론NPO 
이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)

발제： 쿠도 야스시 (언론NPO 
오구라 카즈오 (국제교류기금
이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)
신각수 (국립외교원
대사)

12:00～13:00 오찬

※ 담당자가 2층 리셉션 홀까지※ 담당자가 2층 리셉션 홀까지

장소： 국제연합대학
엘리자베스 로즈홀 5층

（동경 시부야구 진구마에 5-53-70）

위한 과제」

「한일미래대화」 비공개 회의・오찬

제５회 한일미래대화

NPO 대표)
동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

NPO 대표)
국제교류기금 고문, 전 주한국 대사）

동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

국립외교원 외교안보연구소 국제법센터 소장, 전 주일본

장소： 국제연합대학 리셉션홀 2층

홀까지 안내해드릴 예정입니다. 홀까지 안내해드릴 예정입니다. 



時間 スケジュール

13:00～13:15

「第５回日韓未来対話」

主催者挨拶
日本側座長 小倉 和夫 (国際交流基金顧問、元駐韓国大使
韓国側座長 申 珏秀 (国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使

13:00～17:00

2017年7月29日（土）

第５回 日韓未来対話

韓国側座長 申 珏秀 (国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使

祝辞
川口 順子 （明治大学国際総合研究所フェロー、元外務大臣）
朴仁國 （韓国高等教育財団総長、元国連大使）

公開セッション１
テーマ： 「なぜ日韓関係はなぜここまで悪いのか

司会： 工藤 泰志 （言論NPO

「第５回日韓共同世論調査」結果報告：
工藤 泰志（言論NPO代表）
孫 洌 （延世大学校国際大学院

休憩

公開セッション２
テーマ： 「北朝鮮の核開発を食い止めるために日韓は何ができる
のか」

司会： 李 淑鍾 （東アジア研究院院長

14:45 ～15:00

15:00 ～16:30

13:15～14:45

16:30 ～17:00

司会： 李 淑鍾 （東アジア研究院院長
問題提起： 香田 洋二 （元自衛艦隊司令官、海将）

尹德敏（元国立外交院院長）

質疑応答・閉会挨拶
司会： 工藤 泰志 （言論NPO

李 淑鍾 （東アジア研究院院長

17:30～19:00 レセプション

「第５回日韓未来対話」 公開セッション
於：国連大学

5階 エリザベス・ローズ国際会議場
（東京都渋谷区神宮前5-53-70）

国際交流基金顧問、元駐韓国大使)
国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使)

「日韓未来対話」 公開セッション

제５회 한일미래대화

国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使)

（明治大学国際総合研究所フェロー、元外務大臣）
（韓国高等教育財団総長、元国連大使）

日韓関係はなぜここまで悪いのか」

NPO代表）

「第５回日韓共同世論調査」結果報告：

国際大学院教授）

北朝鮮の核開発を食い止めるために日韓は何ができる

東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）
（元自衛艦隊司令官、海将）

尹德敏（元国立外交院院長）

NPO代表）

東アジア研究院院長、成均館国政管理大学院教授）

於：国連大学 2階 レセプションホール



시간 프로그램

13:00～17:00

2017년 7월 29일（토）

第５回 日韓未来対話

13:00～13:15

「제5회 한일미래대화」 공개회의
장소

개회사
일본측 좌장 오구라 카즈오

14:45 ～15:00

15:00 ～16:30

13:15～14:45

일본측 좌장 오구라 카즈오
한국측 좌장 신각수 (국립외교원
주일본 대사)

축사
카와구치 요리코 (메이지대학
박인국 (한국고등교육재단

공개 회의 1
「왜 한일관계가 이토록
사회： 쿠도 야스시 (언론NPO 
「제5회 한일공동여론조사」
쿠도 야스시 (언론NPO 대표
손열 (연세대학교 국제학대학원

휴식

공개 회의 2
「북핵문제 해결과 한일 양국의

16:30 ～17:00

17:30～19:00 리셉션

「북핵문제 해결과 한일 양국의
사회： 이숙종 (동아시아연구원

행정학과 교수)
발제： 코다 요지 (전 자위함대

윤덕민 (전 국립외교원

질의 응답 및 폐회사
사회： 쿠도 야스시 (언론NPO 

이숙종 (동아시아연구원
행정학과 교수)

「한일미래대화」 공개회의

제５회 한일미래대화

공개회의
장소：국제연합대학

5층 엘리자베스 로즈 홀
（동경 시부야구 진구마에 5-53-70）

카즈오 (국제교류기금 고문, 전 주한국 대사)카즈오 (국제교류기금 고문, 전 주한국 대사)
국립외교원 외교안보연구소 국제법센터 소장, 전

메이지대학 국제종합연구소 특임교수, 전 외무대신)
한국고등교육재단 사무총장, 전 주UN 대사)

이토록 악화되었나? 」
NPO 대표)
」 결과보고：

대표)
국제학대학원 교수)

양국의 대응방안 」

장소：국제연합대학 2층 리셉션홀

양국의 대응방안 」
동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및

자위함대 사령관, 전 해군 중장)
국립외교원 원장)

NPO 대표)
동아시아연구원 원장, 성균관대학교 국정관리대학원 및



青木 照護 公益社団法人日本青年会議所会頭、
伊集院 敦 日本経済研究センターアジア研究本部首席研究員
小倉 和夫 日本国際交流基金顧問、元駐大韓民国大使
川口 順子 明治大学国際総合研究所フェロー
工藤 泰志 言論NPO代表
香田 洋二 元自衛艦隊司令官、海将
近藤 誠一 近藤文化・外交研究所代表、元

日本側パネリスト

第５回 日韓未来対話

７月29日 参加パネリスト

阪田 恭代 神田外語大学国際コミュニケーション学科教授
澤田 克己 毎日新聞論説委員
塚本 壮一 ＮＨＫ報道局副部長
德地 秀士 政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官
中谷 元 衆議院議員、前防衛大臣
西野 純也 慶應義塾大学法学部教授
藤崎 一郎 上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使
松川 るい 参議院議員
宮本 雄二 宮本アジア研究所代表、元駐中国大使
山本 和彦 森ビル都市企画株式会社代表取締役社長

金秀蕙（キム・スヘ） 朝鮮日報東京特派員
金泰榮（キム・テヨン） 韓国戦争記念財団理事長、
文聖默（モン・ソンムク） 韓国国家戦略研究統一戦略センター長

韓国側パネリスト

文聖默（モン・ソンムク） 韓国国家戦略研究統一戦略センター長
朴仁國（パク・イングク） 韓国高等教育財団総長、
孫 洌（ソン・ヨル） 延世大学校国際大学院教授
宋枝燕 (ソン・ ジヨン） ソウル国立大学教授
申珏秀（シン・ガクス） 国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使
沈沈揆先（シム・ギュソン） 東亜日報 顧問
呉榮煥（オ・ヨンファン） 中央日報東京総局長
尹德敏（ユン・ドクミン） 元国立外交院院長
李淑鍾（イ・スクジョン） 東アジア研究院院長
李哲熙（イ・チョルヒ） 国会議員 （共に民主党）
鄭柄國（チョン・ビョングク） 国会議員 （正しい政党）
崔明吉（チェ・ミョンギル） 国会議員 国民の党
許世烘（ホ・セホン） GSグローバル代表取締役社長

公益社団法人日本青年会議所会頭、株式会社ノーリツイス代表取締役社長
日本経済研究センターアジア研究本部首席研究員
日本国際交流基金顧問、元駐大韓民国大使

フェロー、元外務大臣

元文化庁長官
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参加パネリスト

神田外語大学国際コミュニケーション学科教授

政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官

上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使

宮本アジア研究所代表、元駐中国大使
森ビル都市企画株式会社代表取締役社長

朝鮮日報東京特派員
韓国戦争記念財団理事長、元国防長官
韓国国家戦略研究統一戦略センター長韓国国家戦略研究統一戦略センター長
韓国高等教育財団総長、(元）国連大使
延世大学校国際大学院教授
ソウル国立大学教授
国立外交院国際法センター所長、元駐日本大使

顧問
中央日報東京総局長
元国立外交院院長
東アジア研究院院長

（共に民主党）
（正しい政党）
国民の党

グローバル代表取締役社長



나카타니 겐 중의원 의원, 
니시노 쥰야 게이오대학 법학부
도쿠치 히데시 정책연구원 선임
마츠카와 루이 참의원 의원
미야모토 유지 미야모토아시아연구소
사와다 카츠미 마이니치 신문
사카타 야스요 칸다외국어대학
아오키 쇼고 공익사단법인

일본측 패널리스트

第５回 日韓未来対話

７월 29일 회의

사카타 야스요 칸다외국어대학
아오키 쇼고 공익사단법인

대표이사 사장
야마모토 카즈히코 모리빌딩 도시기획
오구라 카즈오 일본국제교류기금
이주인 아츠시 일본경제연구센터
츠카모토 소이치 NHK 보도국
카와구치 요리코 메이지대학 국제종합연구소
코다 요지 전 자위함대
콘도 세이치 콘도문화외교연구소대표
쿠도 야스시 언론 NPO 대표
후지사키 이치로 조치대학 국제관계연구소

김수혜 조선일보 도쿄특파원
김태영 한국전쟁기념재단 이사장, 전
문성묵 한국국가전략연구원 통일전략센터장

한국측 패널리스트

문성묵 한국국가전략연구원 통일전략센터장
박인국 한국고등교육재단 사무총장, 
손 열 연세대학교 국제학대학원 교수
송지연 서울대학교 국제대학원 교수
신각수 국립외교원 외교안보연구소 국제법센터
심규선 동아일보 고문
오영환 중앙일보 도쿄총국장
윤덕민 전 국립외교원 원장
이숙종 동아시아연구원 원장, 성균관대학교
이철희 더불어민주당 국회의원
정병국 바른정당 국회의원
최명길 국민의당 국회의원
허세홍 GS글로벌 대표이사/사장

, 전 방위대신
법학부 교수
선임 연구원, 전 방위심의관

미야모토아시아연구소 대표, 전 주중국 대사
신문 논설위원

칸다외국어대학 교수
공익사단법인 일본청년회의소 회장, 주식회사 Noritsuisu  
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회의 참석자 명단

칸다외국어대학 교수
공익사단법인 일본청년회의소 회장, 주식회사 Noritsuisu  

사장
도시기획 주식회사 대표이사 사장

일본국제교류기금 고문, 전 주한국 대사
일본경제연구센터 아시아연구본부 수석연구원

부부장
국제종합연구소 특임교수, 전 외무대신
사령관, 전 해군 중장

콘도문화외교연구소대표, 전 문화청장관
대표

국제관계연구소 대표, 전 주미국 대사

전 국방부 장관
통일전략센터장통일전략센터장

, 전 주UN 대사
교수

국제법센터 소장, 전 주일본 대사

성균관대학교 국정관리대학원 및 행정학과 교수



第５回 日韓未来対話

青木 照護 公益社団法人日本青年会議所会頭、

아오키 쇼고 사단법인 일본 청년 회의소 회장, 주식회사
名古屋大学農学部卒業。株式会社ノーリツイス代表取締役社長（現）。名古屋青年会議所理事長
年会議所副会頭(元)を経て、公益社団法人日本青年会議所
나고야대농학부 졸업. 주식회사 Noritsuisu 대표이사
이사장(전). 일본 청년 회의소 부회장(전).

伊集院 敦 日本経済研究センターアジア研究本部首席研究員
이주인 아츠시 일본경제연구센터 아시아연구본부

1985年、日本経済新聞社入社。ソウル支局長、
2013年、日本経済研究センターに。主任研究員

の間、米ジョージ・ワシントン大学客員研究員、早稲田大学招聘研究員
を歴任。主な著書に「朝鮮半島 地政学クライシス
スク」（同、2016年）、「北朝鮮リスクと日韓協力」スク」（同、2016年）、「北朝鮮リスクと日韓協力」

虚実」（日本経済新聞社、2002年）など。
와세다대학 사회학부 졸업. 일본경제연구센터
경제신문사 중국총국장(전), 일본 경제신문사
편집위원(전), 일본경제연구센터 주임연구원
조지 워싱턴 대학 객원 연구원(전), 와세다 대학
<한반도 지정 학적 위기> 공저, <해부 북한
'개혁'의 허실> 출판.

小倉 和夫 国際交流基金顧問、元駐韓国大使

오구라 카즈오 일본국제교류기금 고문, 전 주한국
1938年生まれ。東京大学法学学士、ケンブリッジ大学経済学学士
審議官、駐韓国大使、駐フランス大使などを経て
有識者メンバー、東京2020オリンピック・パラリンピック招致委員会評議会事務総長

部客員教授、外務省スポーツ外交強化有識者懇談会座長などを歴任
日本財団パラリンピック研究会代表、日本財団パラリンピックサポートセンター理事長
1938년생. 도쿄대학 법학학사, 케임브리지대학
일본재단 패럴림픽 연구회 대표. 일본재단
국제교류기금이사장. 외무성경제국장(전),
주프랑스 대사(전), 국제개혁에 관한 지식인
2020올림픽・패럴림픽 유치위원회협의회 사무총장
외무성 스포츠외교강화 지식인 간담회 좌장(

小野田 治 ㈱東芝インフラシステムズ顧問、元空将
오노다 오사무 주식회사 도시바 인프라시스템

川口順子 明治大学国際総合研究所フェロー、元外務大臣
카와구치 요리코 메이지대학 국제종합연구소 특임교수

1941年生まれ。東京大学教養学学士（国際関係論
総合研究所フェロー。通商産業省、サントリーを経て
境大臣、外務大臣、内閣総理大臣補佐官を歴任
大学国際総合研究所特任教授を経て2017年4月より現職
権』（川口順子・秋山昌廣編著、中央経済社）を出版
1941년생. 도쿄대학 교양학 학사(국제관계론
국제종합연구소 특임교수. 산토리 상무이사(
내각에서 환경장관, 외무장관, 총리보좌관(전
대학 국제종합연구소 특임교수(전), 2017년
2017년 욱일대수장 수상.

오노다 오사무 주식회사 도시바 인프라시스템

１９７７年防衛大学校卒。航空自衛隊入隊。専門は通信電子
幕僚監部人事教育部長、西部航空方面隊司令官
官（空将）。２０１３年７月から２０１５年６月までハーバード大学アジア
本戦略研究フォーラム政策提言委員。(株)東芝インフラシステムズ顧問
1977년 방위대학 졸업. 항공 자위대 입대.
항공막료 간부인사 교육부장, 서부 항공
2012 년 7월에 퇴임 (공군중장). 2013 년 7월부터
선임 연구원. 일본전략연구포럼 정책제언위원
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公益社団法人日本青年会議所会頭、 株式会社ノーリツイス代表取締役社長

주식회사 Noritsuisu 대표이사 사장
名古屋大学農学部卒業。株式会社ノーリツイス代表取締役社長（現）。名古屋青年会議所理事長(元)、日本青

を経て、公益社団法人日本青年会議所2017年度会頭。
대표이사 사장. 일본 청년 회의소 회장. 나고야 청년 회의소

日本経済研究センターアジア研究本部首席研究員
아시아연구본부 수석연구원

、政治部次長、中国総局長、アジア部編集委員などを経て、
主任研究員、国際アジア研究部長などを経て2016年から首席研究員。こ

早稲田大学招聘研究員、中国天津外国語大学兼職教授など
地政学クライシス」（共著、日本経済新聞出版社、2017年）、「解剖 北朝鮮リ

」（韓国ジェイアンドシー出版社、2016年）、「金正日『改革』の」（韓国ジェイアンドシー出版社、2016年）、「金正日『改革』の

일본경제연구센터 수석연구원. 일본 경제신문사 서울지국장(전), 일본
경제신문사 정치부 차장(전), 일본 경제신문사 아시아부

주임연구원(전), 일본연경제연구센터 국제아시아연구부장(전), 미국
대학 초빙 연구원(전), 중국 천진 외국어 대학 겸직교수(전),

리스크> 공저, <북한리스크와 한일 협력> 출판, <김정일

주한국 대사
ケンブリッジ大学経済学学士。外務省経済局長、駐ベトナム大使、外務

駐フランス大使などを経て、2003年より国際交流基金理事長。他に国連改革に関する
パラリンピック招致委員会評議会事務総長、立命館大学国際関係学

外務省スポーツ外交強化有識者懇談会座長などを歴任。現在、青山学院大学特別招聘教授。
日本財団パラリンピックサポートセンター理事長。

케임브리지대학 경제학 학사. 아오야마가쿠인대학 특별초빙 교수.
일본재단 패럴림픽 서포터센터 이사장. 2003년부터

), 주베트남 대사(전), 외무심의관(전), 주한국 대사(전),
지식인 간담회 회원(전), UN개혁에 관한 지식인멤버(전), 동경

사무총장(전), 리츠메이칸대학 국제관계학부 객원교수(전),
(전).

㈱東芝インフラシステムズ顧問、元空将
고문, 전 공군 중장

、元外務大臣
특임교수, 전 외무대신

国際関係論）、エール大学大学院経済学修士。現在は明治大学国際
サントリーを経て、2000～2004年、森内閣および小泉内閣において、環

内閣総理大臣補佐官を歴任。2005～2013年、参議院議員を二期務める。2013年、明治
月より現職。今夏、『アジア太平洋の未来図－ネットワーク覇

を出版。2017年春の叙勲で、旭日大綬章を受章。
국제관계론). 예일대학 대학원 경제학 석사. 메이지대학

(전), 통상산업성 국제환경부장(전), 모리 내각과 고이즈미
전), 제 44회, 45회 자유민주당 참의원 의원(전), 메이지
여름 <아시아 태평양의 미래도 - 네트워크 패권> 출판.

고문, 전 공군 중장

専門は通信電子。第３補給処長、第７航空団司令、航空
西部航空方面隊司令官、航空教育集団司令官を歴任し２０１２年７月に退

２０１３年７月から２０１５年６月までハーバード大学アジア・センターでシニア・フェロー。日
東芝インフラシステムズ顧問。

. 전문은 통신전자. 제3보급처장, 제7비행단 사령관,
방면대 사령관, 항공교육집단 사령관을 역임하고

월부터 2015년 6월까지 하버드대학 아시아센터에서
정책제언위원. 주식회사 도시바 인프라시스템 고문.



工藤 泰志 言論NPO代表

쿠도 야스시 언론NPO 대표

東洋経済新報社『金融ビジネス』、『論争東洋経済

日本国内では、選挙時のマニフェスト評価、政権の実績評価の実施や
催。国外ではアジアや世界の課題解決に挑む多くの対話や議論を実施している
界10カ国のトップシンクタンクと、自由や民主主義などの規範をベースに

論しＧ７に提案する、初めての舞台である「東京会議
アの民主主義強化のため、2005年に中国と
2016年にアジアの民主主義国と「アジア言論人会議
した世界20カ国のシンクタンクネットワーク、カウンシルオブカウンシルズ
た。
1958년생. 요코하마시립대 대학원 경제학
<금융비지니스> 편집장(전), <논쟁동양경제
정권의 실적평가의 실시와 다양한 정책의논과
도전하는 많은 대화와 의논을 실시. 2017년
민주주의등의 규범을 바탕으로 세계가 당면한
열었음. 2005년 중국과 '동경-베이징포럼
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열었음. 2005년 중국과 '동경-베이징포럼
민주주의국가와 '아시아 언론인회의'를 창설

近藤 誠一 近藤文化・外交研究所代表、元文化庁長官

콘도 세이치 콘도문화외교연구소 대표, 전 문화청장관
1946年神奈川県生まれ。1972年外務省入省
2010年より文化庁長官。2013年退官後は、外務省参与

顧問、東京都交響楽団理事長などに就任。レジョンドヌール
（デンマーク）など叙勲、アカデミア賞（全国日本学士会
1946년 가나가와현 출생. 1972년 외무성 입성
2010 년부터 문화청 장관. 2013 년 퇴임 후에는
잡고 있으며, 기업 자문, 도쿄도 교향악단
다네부로 훈장 대 십자 장(덴마크) 등 서훈.

香田洋二 元自衛艦隊司令官、海将

코다 요지 전 자위함대 사령관, 전 해군 중장
1949年生まれ、1972年防大卒業後海自に入隊

に勤務、主要海上配置は護衛艦「さわゆき」艦長
幕防衛部長、統幕事務局長、佐世保地方総監を経て
米国ハーバード大アジアセンターで中国海洋戦略を中心に研究
1949년생. 일본 방위대 학사. 일본 해상 자위대
지휘(전), 해상 자위대 육상전략정책작전팀장
하버드대 아시아센터 중국해군전략 부문을

다네부로 훈장 대 십자 장(덴마크) 등 서훈.

阪田 恭代 神田外語大学国際コミュニケーション学科教授
사카타 야스요 칸다외국어대학 교수

慶應義塾大学大学院博士課程単位取得退学。
教授、専門は国際政治・安全保障。（財）平和
学校現代韓国学研究所訪問研究員、米ジョージワシントン大学訪問研究員
（世宗研究所）、日韓協力委員会などの会議・プロジェクトに参加
事。 『朝鮮半島の秩序再編』、『アジア太平洋安全保障アーキテクチャ
共著・単著多数。
게이오대학 대학원 박사과정 학위취득 퇴학
재단법인 평화안보연구소 안보프로그램 펠로우
조지워싱턴대학 방문 연구원. 한일포럼, 한일정책대화
프로젝트에 참여. 국제안전보장학회, 현대한국조선학회이사
안전보장 아키텍처>, <제로 년대 일본의 중요

論争東洋経済』の編集長を務めた後、2001年に言論ＮＰＯを立ち上げる。

政権の実績評価の実施や、様々な政策議論やフォーラムを開
国外ではアジアや世界の課題解決に挑む多くの対話や議論を実施している。2017年3月に東京発で世

自由や民主主義などの規範をベースに、世界が直面する課題の解決を議

東京会議」を立ち上げた。その他、北東アジアの平和構築やアジ
年に中国と「東京-北京フォーラム」、2013年に韓国と「日韓未来対話」、
アジア言論人会議」を創設。2012年には、アメリカ外交問題評議会が創設

カウンシルオブカウンシルズ（CoC）メンバーに日本から選出され

경제학 석사과정 수료. 언론NPO 대표. 동양경제신보사
논쟁동양경제> 편집장(전). 일본 국내 선거시의 매니페스토 평가와

정책의논과 포럼 개최. 국외에서는 아시아와 세계의 의제해결에
년 3월 동경에서 세계 10개 국가의 최고 싱크탱크와 자유와

당면한 과제의 해결을 의논하여 G7에 제안하는 '동경회의'를
베이징포럼', 2013년 한국과 '한일미래대화' 창설. 2016년 아시아의
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베이징포럼', 2013년 한국과 '한일미래대화' 창설. 2016년 아시아의
창설. 세계싱크탱크회의 CoC 일본대표.

文化庁長官

문화청장관
年外務省入省。ユネスコ日本政府代表部大使、駐デンマーク大使を歴任。

外務省参与（国連関係）、東京大学などで教鞭をとるほか、企業

レジョンドヌール・シュバリエ章（仏）、ダネブロー勲章大十字章
全国日本学士会）、瑞宝重光章（内閣府）受賞。

입성. 전 유네스코 일본 정부 대표부 대사, 주 덴마크 대사.
후에는 외무성 참여 (유엔 관계), 현재 도쿄대 등에서 교편을

교향악단 이사장 등에 취임. 레종 도뇌르 슈발리에장(프랑스),

年防大卒業後海自に入隊、海上では護衛艦、陸上では海自用幕僚監部防衛部を中心

艦長、第３護衛隊群司令、護衛艦隊司令官、主要陸上配置は海
佐世保地方総監を経て2008年自衛艦隊司令官を最後に退役、2009～2011年

米国ハーバード大アジアセンターで中国海洋戦略を中心に研究。
자위대 수상전 장교(전). 사와유키 호위함 장 및 수상함대

육상전략정책작전팀장(전), 자위함대사령관 전역, 2009년에서 2011년까지
중심으로 연구.

神田外語大学国際コミュニケーション学科教授

。現在は神田外語大学外国語学部国際コミュニケーション学科
平和・安全保障研究所安全保障プログラムフェロー、韓国・延世大

米ジョージワシントン大学訪問研究員。日韓フォーラム、日韓政策対話
プロジェクトに参加。国際安全保障学会、現代韓国朝鮮学会理

アジア太平洋安全保障アーキテクチャ』、『ゼロ年代 日本の重大論点』など

퇴학. 현재는 칸다외국어대학 교수, 전문은 국제정치·안보.
펠로우, 한국 연세대학교 현대한국학연구소 방문 연구원, 미국

한일정책대화 (세종연구소), 한일 협력위원회 등의 회의·
현대한국조선학회이사. <한반도의 질서 재편>, <아시아 태평양

중요 논점>등 공저·저서 다수.
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塚本 壮一 ＮＨＫ報道局副部長
츠카모토 소이치 NHK 보도국 부부장

慶應義塾大学法学部政治学科卒。1989年ＮＨＫ入局
中国総局記者、2012年から2015年までソウル支局長

澤田 克己 毎日新聞論説委員
사와다 카츠미 마이니치 신문 논설위원

慶應義塾大学法学部を卒業し、毎日新聞入社
派員、2005〜2009年ジュネーブ特派員、2011
る韓国』（2006年、ユビキタ・スタジオ）、『韓国
『文在寅とは何者か』（2017年、祥伝社）、『新版
に『天国の国境を越える』（2013年、東洋経済新報社
게이오대 졸업 후 마이니치 신문 입사. 현재
거쳐 1999~2004년, 2011~2015년 마이니치
제네바 특파원(전), <‘탈일(脫日)’하는 한국
북한입문> 등의 저자. 번역서로는 <천국의 국경을

中国総局記者、2012年から2015年までソウル支局長
れに日韓関係の取材・デスク業務にあたる。
現在は報道局国際部アジア統括担当副部長
게이오대 법학부 정치학과 학사. NHK
야마구치방송국 기자(전), NHK보도국 뉴스센터
중국총국 기자(북한 취재 담당)(전), NHK 보도국
“오하요 닛뽄” 편집책임자(전)

德地 秀士 政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官
도쿠치 히데시 정책연구원 선임연구원, 전 방위심의관

東京大学法学部卒、フレッチャー法律外交大学院修士課程卒
議官。現在は政策研究院シニア・フェロー、Non
論文："The Defense Force of Japan Awakens to
Regional Security Outlook 2017等。
동경대 법학 학사, 터프츠 대학교 플레처
선임연구원 및 플레처 스쿨 비거주 선임
선택, 일본의 참여>공저. "The Defense Force
Security Environment" in CSCAP Regional

中谷元 衆議院議員、前防衛大臣
나카타니 겐 중의원 의원, 전 방위대신

1957年生まれ。防衛大学卒業後、陸上自衛隊へ入隊
平成2年に衆議院初当選。平成13年に防衛庁長官平成2年に衆議院初当選。平成13年に防衛庁長官
大臣へ就任し安全保障関連法を成立させる
1957년생. 방위대 졸업, 육상 자위대 입대.
안보법제담당상(전), 방위성 대신(전).

西 正典 元防衛省事務次官
니시마사노리 전 방위사무차관

東京大学法学部卒業後、防衛庁入庁。技術研究本部副本部長
防衛事務次官、防衛大臣政策参与などを歴任
도쿄대 학사. 옥스포드대 국제관계학 석사
회계 장비 국장(전), 일본방위성 방위 정책
참여(전) 역임.
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年ＮＨＫ入局、山口放送局記者、報道局国際部記者を経て2004年
年までソウル支局長。この間、日朝協議や六カ国協議など北朝鮮情勢、そ

毎日新聞入社。整理部、外信部、政治部などを経て1999〜2004年ソウル特
2011〜2015年ソウル特派員。2015年から現職。著書に『「脱日」す
韓国「反日」の真相』（2015年、文春新書、アジア太平洋賞特別賞）、

新版 北朝鮮入門』（2017年、東洋経済新報社、共著）など。訳書
東洋経済新報社）。

현재 마이니치 신문 논설위원. 정리부, 외신부, 정치부 등을
마이니치 신문 서울 특파원(전), 2005~2009년 마이니치 신문

한국>, <한국 ‘반일’의 진상>, <문재인은 누구인가>, <신판
국경을 넘어서>가 있음.

年までソウル支局長。この間、日朝協議や六カ国協議など北朝鮮情勢、そ
。6月までの1年間、ＮＨＫニュース「おはよう日本」編集責任者。

現在は報道局国際部アジア統括担当副部長。
보도국 국제부 아시아 총괄 부부장. 1989년 NHK입사,
뉴스센터 기자(전), NHK 보도국 국제부 기자(전), NHK
보도국 국제부 부부장(전), NHK 서울지국장(전), 아침 뉴스

政策研究院シニア・フェロー、元防衛審議官
방위심의관

フレッチャー法律外交大学院修士課程卒。防衛省防衛政策局長等を経て初代防衛審
Non-Resident Fellow, The Fletcher School of Law and Diplomacy。

to Address the Contemporary Security Environment" in CSCAP

스쿨 법학 및 외교학 석사과정 졸업. 정책연구대학원대학
연구원. 일본 방위성 방위심의관(전), <전후70년: 독일의
Force of Japan Awakens to Address the Contemporary
Security Outlook 2017 출판.

陸上自衛隊へ入隊。その後、衆議院議員の秘書を務めた後、
年に防衛庁長官、平成26年には防衛大臣、安全保障法制担当年に防衛庁長官、平成26年には防衛大臣、安全保障法制担当

大臣へ就任し安全保障関連法を成立させる。
자민당 중의원. 중의원 비서(전), 1990년 중의원 첫 당선,

技術研究本部副本部長、経理装備局長、防衛政策局長、
防衛大臣政策参与などを歴任。

석사. 일본방위청 기술 연구 본부 부본부장(전), 일본방위성
정책 국장(전), 일본방위성 국방사무차관(전), 일본방위상 정책



藤崎 一郎 上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使
후지사키 이치로 조치대학 국제관계연구소 대표

上智大学国際関係研究所代表、上智大学特別招聘教授
事官、在米大使館公使、北米局長、外務審議官
し、2008年から2012年まで駐米特命全権大使。
조치대학 국제관계연구소 대표, 조치대학특별초빙교수
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西野 純也 慶應義塾大学法学部教授
니시노 쥰야 게이오대학 법학부 교수

慶應義塾大学法学部政治学科卒業後、同大学より政治学修士号、延世大学社会科学大学院にて政治学博
士号取得。現在は慶應義塾大学法学部教授、同大学東アジア研究所現代韓国研究センター長を務める。
研究分野は現代韓国朝鮮政治、東アジア国際政治、日韓関係。ジョージワシントン大学シグール・センター
ビジティング・スカラー、ウッドロー・ウィルソン・センタージャパン・スカラー、ハーバード・エンチン研究所交換
研究員などを歴任。
게이오대 법학부 정치학 학사, 석사, 연세대
오대 동아시아연구소 현대한국연구 센터장. 
조지워싱턴대아시아학 Sigur Center ·우드로윌슨센터

조치대학 국제관계연구소 대표, 조치대학특별초빙교수
특명전권 대사(전), 주미국 특명 정권 대사(
주미국대사관 공사(전), 북미 국장(전), 외무

宮本 雄二 宮本アジア研究所代表、元駐中国大使
미야모토 유지 미야모토아시아 연구소 대표, 전

松川 るい 参議院議員
마츠카와 루이 참의원 의원

東京大学法学部卒業（平成５年）。平成５年外務省入省
院修士号取得。 外務省においては、条約局法規課課長補佐としてミナミマグロ国際裁判で勝訴

州局地域政策課課長補佐としてタイやフィリピンなどとのＦＴＡに交渉
て軍縮交渉、インテリジェンス部門の首席事務官として中国や朝鮮半島の情勢分析を担当
日中韓協力事務局次長（ソウル）として日中韓協力を推進
して「女性が輝く世界」のための日本の取り組みを発信
大阪選挙区において自民党公認候補として初当選
沖縄北方特別委員会に所属。当選１回。
도쿄대 법학 학사. 조지타운대 외교학 석사
오키나와 북방 특별위원회에 소속. 23년간
지역정책과 과장 보좌(전), 군축대표부 일등
정책국 여성 참가 추진 실장(전) 역임.

山本和彦 森ビル都市企画株式会社代表取締役社長
야마모토 카즈히코 모리빌딩도시기획주식회사

京都大学工学学士。森ビル都市企画株式会社代表取締役社長

ター協会副会長、不動産協会都市政策委員長
社専務取締役、森ビル株式会社取締役副社長
교토대학 공학 학사. 모리빌딩주식회사
부동산협회 도시정책위원장, 쓰쿠바대학
재개발 코디네이터 협회 부회장(전), 모리빌딩

미야모토 유지 미야모토아시아 연구소 대표, 전

1969年外務省入省。以降３度にわたりアジア局中国課に籍を置くとともに
国大使館駐在は3回を数える。90年から91年には中国課長を
このほか、85年から87年には軍縮課長、94年にはアトランタ総領事
には駐ミャンマー特命全権大使、04年には沖縄担当大使を歴任
会館副会長、日本日中関係学会会長。
1969년 외무성 입성. 미야모토 아시아연구소
중국 내 3개의 주중일본대사관 임명. 중국
군비관리군축과장(전), 주 애틀랜타 일본
국축비확산과학부장(전), 주 미얀마 연방 특명전권

上智大学国際関係研究所代表、前駐米国大使
대표, 전 주미국 대사

上智大学特別招聘教授、一般社団法人日米協会会長。外務省アジア局参
外務審議官、ジュネーブ国際機関日本政府代表部特命全権大使を歴任

。
조치대학특별초빙교수(전), 제네바 국제기구 일본정부 대표부

제５회 한일미래대화

慶應義塾大学法学部政治学科卒業後、同大学より政治学修士号、延世大学社会科学大学院にて政治学博
士号取得。現在は慶應義塾大学法学部教授、同大学東アジア研究所現代韓国研究センター長を務める。
研究分野は現代韓国朝鮮政治、東アジア国際政治、日韓関係。ジョージワシントン大学シグール・センター
ビジティング・スカラー、ウッドロー・ウィルソン・センタージャパン・スカラー、ハーバード・エンチン研究所交換

사회과학 대학원 정치학 박사.  게이오대 법학부 교수, 게이
. 연구분야는 현대한국정치, 동아시아 국제 정치, 한일관계. 

우드로윌슨센터·하버드-옌칭 연구소 객원연구원(전). 

조치대학특별초빙교수(전), 제네바 국제기구 일본정부 대표부
전). 국제관계 연구소 대표, 외무성 아시아부서 참사관(전),
심의관

宮本アジア研究所代表、元駐中国大使
전 주중국 대사

平成５年外務省入省。平成９年米国のジョージタウン大学国際関係論大学
条約局法規課課長補佐としてミナミマグロ国際裁判で勝訴、アジア大洋

州局地域政策課課長補佐としてタイやフィリピンなどとのＦＴＡに交渉、軍縮代表部一等書記（ジュネーブ）とし
インテリジェンス部門の首席事務官として中国や朝鮮半島の情勢分析を担当。在韓大参事官、

として日中韓協力を推進。平成２６年総合外交政策局女性参画推進室長と
のための日本の取り組みを発信。 平成２８年２月末同省を退官。７月の参議院選挙

大阪選挙区において自民党公認候補として初当選。現在は、財政金融委員会、決算委員会、憲法審査会、

석사. 참의원 의원. 재정 금융위원회, 결산위원회 헌법 심사회,
년간 외무성 내 협약 국 법규과 과장 보좌, 아시아대양주국
일등 서기관(전), 한중일 3국협력사무국 차장(전), 종합 외교

森ビル都市企画株式会社代表取締役社長
모리빌딩도시기획주식회사 대표이사 사장

森ビル都市企画株式会社代表取締役社長。ULI日本委員会会長、再開発コーディネー

不動産協会都市政策委員長、東京都市大学客員教授、筑波大学客員教授、森ビル株式会
森ビル株式会社取締役副社長、森ビル株式会社特別顧問を歴任。

모리빌딩주식회사 특별고문, 모리빌딩도시기획주식회사 대표이사사장,
객원교수, 도쿄도시대학 객원교수. ULI 일본위원회장(전),

모리빌딩 전무이사(전), 모리빌딩 이사 부사장(전)

전 주중국 대사

以降３度にわたりアジア局中国課に籍を置くとともに、北京の在中華人民共和国日本
年には中国課長を、2006年から10年まで特命全権大使を務める。
年にはアトランタ総領事、01年には軍備管理・科学審議官、02年

年には沖縄担当大使を歴任。現在は宮本アジア研究所代表、日中友好

아시아연구소 대표 및 일중우호회관 부회장. 중국·몽골과에서 근무 중
중국·몽골과장(전), 주중화인민공화국 특명전권 대사(전).
일본 총영사관 총영사(전), 국축비확산과학부 대사 및
특명전권 대사(전), 오키나와 담당 특명전권 대사(전).



김수혜 조선일보 도쿄 특파원
金秀蕙（キム・スヘ） 朝鮮日報東京特派員

고려대 서양사학과 학사. 뉴욕대 인문과학대학원
조선일보 기동취재팀장(전), 제 12회 삼성언론상
올해의 여기자상 수상.
高麗大学西洋歴史学学士、ニューヨーク大学人文科学大学院修士
画チーム長（元）、朝鮮日報起動取材チーム長
受賞、CJ E&M第10回今年の女性記者賞受賞

김태영 한국 전쟁기념재단 이사장, 전 국방부 장관
金泰榮（キム・テヨン） 韓国戦争記念財団理事長、

육군사관학교 제 29기 학사. 서강대 독어독문학과
과정 이수. 한국전쟁기념재단 이사장, 국방
한민학원 이사장(전), 42대 국방부 장관(전
작전본부장(전), 육군 수도방위사령관(전),
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작전본부장(전), 육군 수도방위사령관(전),
1972年韓国陸軍士官学校卒業、西江大學校ドイツ語文学学士
大学修了。現在は、韓国戦争記念財団理事長

国防部韓民学院理事長、元国防長官、元合同参謀本部議長
部長官、元国防部政策企画局長。

문성묵 한국국가전략연구원 통일전략센터장
文聖默（モン・ソンムク） 韓国国家戦略研究統一戦略センター長

경북대 사학과 학사, 국방대학원 국제관계
국방부 정책자문위원 , 남북군사실무회담
군비통제차장(전), 남북국방장관회담 대표 및
수상.
慶北大学校歴史学学士、韓国国防大学校国際関係学修士、慶北大学校政治学博士。
院教授国防省政策諮問委員会委員。元南北軍事実務
備統制次長、元南北国防長官会談代表兼報道官、

박인국 한국고등교육재단 사무총장, 전 주UN 대사
朴仁國（パク・イングク） 韓国高等教育財団総長、元国連大使

서울대 중어중문학 학사, 법학대학원 석사. 한국고등교육재단
UN총회 제2위원회 의장(전), UN 환경정상회의
부의장(전), 경제사회이사회 부의장(전), 외교통상부
주제네바 대표부 차석 대사(전), 주쿠웨이트
주유럽연합대표부 공사참사관(전), 주미국주유럽연합대표부 공사참사관(전), 주미국
서기관(전).
ソウル大学中文学学士、法学院修士。韓国高等教育財団事務総長
連総会第2委員会議長(元)、国連環境サミット
議長(元)、経済社会理事会副議長(元)、外交通商部多国外交室室長
ネーブ代表部次席大使(元)、 駐クウェート大使
兼駐欧州連合代表部公使参事官(元)、駐アメリカ合衆国大使館
使館1等書記官(元)。

손열 연세대학교 국제학대학원 교수
孫洌（ソン・ヨル） 延世大学国際大学院教授

시카고대 대학원 정치학 박사. 연세대 국제학대학원
동아시아연구원 일본연구센터 소장 , 한국국제정치학회
국립외교원 자문위원, 외교부 자문위원. 연세대학교
중일 국교정상화 교섭의 국제정치>(2014), <South
Guard>(2014)(공동), <아베정권과 미일관계의
シカゴ大学大学院政治学博士。延世大学国際大学院教授

研究院日本研究センター所長、韓国国際政治学会企画理事
問委員、外交部諮問委員。延世大学校国際大学院院長
正常化交渉の国際政治』、『South Korea in 2013
政権と日米関係の方向、日韓協力』等。

인문과학대학원 석사. 조선일보 도쿄특파원, 사회정책부 기획팀장(전),
삼성언론상 특별상 수상, 제 30회 관훈언론상 수상. CJ E&M 제 10회

ニューヨーク大学人文科学大学院修士。朝鮮日報東京特派員。社会政策部企
朝鮮日報起動取材チーム長（元）、第12回三星言論賞特別賞受賞、第30回寛勲言論賞

。

장관
韓国戦争記念財団理事長、元国防長官

독어독문학과 학사. 연세대 경영대학원 재학. 영국왕립국방대학교
국방 NCW포럼 이사장 및 회장, 아주대학교 초빙교수, 국방부
전), 합참 함동참모의장(전), 육군 제1야전군사령관(전), 합참
), 국방부 정책기획국장(전).

제５회 한일미래대화

), 국방부 정책기획국장(전).
西江大學校ドイツ語文学学士。延世経営専門大学院、英国王立防衛学

韓国戦争記念財団理事長、国防NCW会議議長兼理事長、亜洲大学校客員教授。元

合同参謀本部議長、元第一大韓民国総司令官、元合同参謀本

韓国国家戦略研究統一戦略センター長

석사, 경북대 정치학 박사, 대진대학교 통일대학원 교수,
남북군사실무회담 수석대표 (전 ), 국방부 북한정책과장 (전 ), 국방부

및 회담대변인(전), 보국훈장 삼일장 수상, 보국훈장 천수장

士、韓国国防大学校国際関係学修士、慶北大学校政治学博士。大真大学校統一大学
。元南北軍事実務会談代表、元国防省北朝鮮政策部課長、元国防省軍

代表兼報道官、元陸軍准将。保国勲章、サミル徽章、天水保国勲章受賞。

대사
韓国高等教育財団総長、元国連大使

한국고등교육재단 사무총장. 제22대 주UN 대표부 대사(전),
환경정상회의(Rio+20) 준비위원회 공동의장(전), UN 평화구축위원회

외교통상부 다자외교실 실장(전), 외교정책실 실장(전),
주쿠웨이트 대사(전), 대통령국제안보 비서관(전), 주벨기에 대사관 겸

주미국 대사관 1등 서기관(전), 주사우디아라비아 대사관 1등주미국 대사관 1등 서기관(전), 주사우디아라비아 대사관 1등

韓国高等教育財団事務総長。第22代駐国連代表部大使(元)、国
国連環境サミット(Rio+20)準備委員会共同議長(元)、国連平和構築委員会副

外交通商部多国外交室室長(元)、外交政策室室長(元)、駐ジュ
駐クウェート大使(元)、大統領国際安全保障秘書官(元)、駐ベルギー大使館

駐アメリカ合衆国大使館1等書記官(元)、駐サウジアラビア王国大

국제학대학원 교수, 동아시아연구원 지구넷21 위원장,
한국국제정치학회 기획이사 , 동북아역사재단 자문위원 ,

연세대학교 국제학대학원 원장(전). <미중데탕트와 일본: 1972년
<South Korea in 2013 Meeting New Challenges with the Old

미일관계의 향방, 한일협력>등 저술.
延世大学国際大学院教授、東アジア研究院地球ネット21委員長、東アジア

韓国国際政治学会企画理事、北東アジア歴史財団諮問委員、国立外交院諮
延世大学校国際大学院院長。著書には『米中デタントと日本―1972年日中国交

2013 Meeting New Challenges with the Old Guard』（共著）、『安倍



송지연 서울대학교 국제대학원 교수
宋枝燕 (ソン・ ジヨン） ソウル大学国際大学院教授

고려대 정치외교학과 학사 및 석사. 하버드 대학교
대학교 미일 관계 프로그램 선임 연구원(전
태평양 프로그램 박사 후 연구원(전), 오클라호마
국 제 대 학 원 조 교 수 ( 전 ), 도 쿄 대 학 교
대학원종합문화연구과 객원 연구원(전), <Inequality
Korea>(Cornell University Press, 2014) 저술.
高麗大學校（韓国・ソウル）政治学・国際関係学士
学博士。現在、ソウル国立大学国際大学院教授
チフェロー、元カリフォルニア大学サンディエゴ校韓国太平洋プログラム博士研究員
メリカ・ノーマン）政治学、国際・地域研究准教授
京大学社会科学研究所・東京大学大学院総合文化研究科国際社会科学専攻客員教授を経験
Labor Market Reform in Japan and Korea (Ithaca,

신각수 국립외교원 외교안보연구소 국제법센터
申珏秀
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申珏秀（シン・ガクス） 国立外交院外交安保研究所

서울대 법학 학사, 동대학원 법학 석사·국제법학
소장, 법무법인 세종 고문, 울산대 겸임교수
장관보좌관(전), 주일본 대사(전), 외교통상부
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国会文化観光産業フォーラム(国会議員研究団体)共同代表、国民

予算決算特別委員会委員、国会運営委員会委員、MBCワシントン特派員（元）、MBC
慶南大学極東問題研究所招聘教授（元）。



언론NPO는, 일본 미디어나 언론의 바람직한 자세에 대해
대해 건설적인 의론이나 대안을 제안할 수 있는 새로운

言論ＮＰＯとは

第５回 日韓未来対話

言論ＮＰＯは、日本のメディアや言論のあり方に疑問を感じた多くの有識者が
的な議論や対案を提案できる新しい言論の舞台をつくろうと活動を始めた認定
れ、本来、メディアが果たすべき「言論の役割」に、非営利組織の立場から挑戦してきました

私たちは“しっかりとした議論がしっかりとした民主主義をつくり出す
者意識を持った健全な言論や、未来に向かう真剣な議論の舞台が必要です
ある質の高い議論づくりを行うほか、議論の舞台をアジアへも広げています

国外においては、2005年に、中国との民間対話である
「日韓未来対話」を立ち上げました。2012年より米国・外交問題評議会
カウンシルオブカウンシルズ（ＣｏＣ）の日本代表も務めています
で安定的な新しい秩序づくりをめざした「新しい民間外交イニシアティブ
総合的・戦略的なマルチ民間対話の実施や国際社会の課題に関する日本の主張の発信強化に取り組んでい
す。

대해 건설적인 의론이나 대안을 제안할 수 있는 새로운
인정NPO법인 입니다. 2001년에 설립되어, 본래 미디어가
입장에서 도전해왔습니다.
저희들은“견실한 의론이 견고한 민주주의를 만들어낸다
가진 건전한 언론이나 미래를 향한 진지한 의론의 장이
가진 질이 높은 의론을 만드는 것 이외에도, 의론의 장을
일본 국외에서는 2005년에 중국과 민간대화인 「 도쿄
「 한일미래대화 」 가 설립되어 진행되었습니다. 2013
싱크탱크 회의인 세계싱크탱크평의회 （ＣｏＣ）의 일본대표도
북동아시아 광역에 걸친 평화로 안정적인 새로운 질서
발촉하였습니다.
북동아시아의 과제를 의론하는 종합적이고 전략적인
일본측 주장의 발신강화를 거두어들이고 있습니다.

동아시아연구원

東アジア研究院（ＥＡＩ）は、東アジアが直面する問題へ政策提言や革新的なアイディアを提供している独立の

シンクタンクです。ＥＡＩは、調査研究を行うと同時に、政策決定権を持つ人々や市民に
フォーラムの開催、教育プログラムの提供、出版などを通じて影響を与

동아시아연구원(The East Asia Institute: EAI)은 공공정책과
연구▪분석▪출판▪교육에 헌신하고자 2002년 5월에 설립된
학제적 연구, 국제 학술교류의 확대, 지식사회 네트워크의
접근법 제시 등을 통해 한국의 선도적인 싱크탱크 역할을

フォーラムの開催、教育プログラムの提供、出版などを通じて影響を与
者や政策立案者と協働をすることによって、ＥＡＩは革新的な調査結果を生み出し
心であり続けています。

한국고등교육재단

한국고등교육재단(Korea Foundation for Advanced Studies: KFAS)
자를 양성하여 학술발전을 통한 국가발전을 촉진하기
설립이래 지속해온 장학사업과 2000년부터 시행해온 국제학술사업을
번영에 기여하고자 노력하고 있으며 다양한 학술 교류의
고 있습니다. 

韓国高等教育財団(KFAS)は、ＳＫグループ故崔鍾賢会長が
じた国家の発展を促進するために1974年に設立した非営利公益法人です
設立以来、韓国高等教育財団は世界における学問の発展と人類社会の繁栄に貢献しつづけています
プログラムや国際学術交流プログラムを通じて、創造的な個々人が可能性を大きく伸ばす機会を与え
知識を分かち合う様々なプラットフォームを提供しています

대해 의문을 느낀 많은 지식인들이 일본의 주요과제에
새로운 언론의 장을 만들기 위해 활동하기 시작한

언론 NPO

제５회 한일미래대화

日本のメディアや言論のあり方に疑問を感じた多くの有識者が、日本の主要課題に対して建設
的な議論や対案を提案できる新しい言論の舞台をつくろうと活動を始めた認定NPO法人です。2001年に設立さ

非営利組織の立場から挑戦してきました。
しっかりとした議論がしっかりとした民主主義をつくり出す”と考えています。健全な社会には、当事

未来に向かう真剣な議論の舞台が必要です。そのため、国内において対案力の
議論の舞台をアジアへも広げています。

中国との民間対話である「東京－北京フォーラム」、2013年には、韓国との間で
外交問題評議会（ＣＦＲ）が設立した国際シンクタンク会議
ています。2013年12月に、北東アジア広域にわたる平和

新しい民間外交イニシアティブ」を発足。北東アジアの課題を議論する
戦略的なマルチ民間対話の実施や国際社会の課題に関する日本の主張の発信強化に取り組んでいま

새로운 언론의 장을 만들기 위해 활동하기 시작한
미디어가 해야할 「언론의 역할」에 비영리조직이라는

만들어낸다”라고 생각합니다. 건전한 사회에는, 당사자의식을
장이 필요합니다. 그렇기 때문에, 일본 국내에 대안력을
장을 아시아에서도 넓히고 있습니다.
도쿄 －북경포럼 」이 있었고, 2013년에는 한국과 일본간

2013년에 미국 ・ 외교협의회 （ＣＦＲ）가 설립한 국제
일본대표도 본분을 다 하고 있습니다. 2013년 12월에
질서 만들기를 목표로 한 「새로운 민간외교 발언권」을

멀티 민간대화를 실시하거나 국제사회의 과제에 관한

東アジア研究院（ＥＡＩ）とは

東アジアが直面する問題へ政策提言や革新的なアイディアを提供している独立の

政策決定権を持つ人々や市民に、調査結果の公表、学術
出版などを通じて影響を与えています。第一線で活躍をしている学

공공정책과 제도 및 동아시아 지역문제에 초점을 맞추어
설립된 독립연구기관입니다. EAI는 사회과학 분야에서의

네트워크의 활성화, 그리고 정책이슈 분석 및 실천적인
역할을 수행하고 있습니다.

出版などを通じて影響を与えています。第一線で活躍をしている学
ＥＡＩは革新的な調査結果を生み出し、影響力のある政策議論の中

韓国高等教育財団とは

Korea Foundation for Advanced Studies: KFAS)은 SK그룹故최종현 회장이 세계수준의 학
위해 1974년 설립한 비영리 공익법인입니다. 
국제학술사업을 통하여 세계 학문 발전과 인류 사회의

교류의 장을 마련하여 가치 있는 지식을 나누는데 앞장서

ＳＫグループ故崔鍾賢会長が、世界で通用する研究者を養成し学術の発展を通
年に設立した非営利公益法人です。

韓国高等教育財団は世界における学問の発展と人類社会の繁栄に貢献しつづけています。奨学金
創造的な個々人が可能性を大きく伸ばす機会を与え、貴重な

知識を分かち合う様々なプラットフォームを提供しています。
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